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耐衝撃性強化ABS樹脂使用

●お買い求めの際、または組み立て前に内容を確かめて下さい。万一
不良部品・欠品などがありました時は、お買い求めの販売店に相談

頂 くか現品をそえて当社サービス係まで返送下さい。組み立て途中

の製品の返品交換には応 じかねます。
●組み立て説明書をひととおり読んでから組み立てて下さい。

●部品をランナーから切 りはなす時はニッパーなどでていねいに切 り

はなして下さい。

●このキットには専用のグリスが入っています。可動部分につけると

スムーズに動きます。他のグリス・油類は使わないで下さい。故障
の原因になります。

◎部品を取り出した空袋は幼児がかぶったりしないよう

に破 り捨てて下さい。

必要な工具

[1｀ンノ` 一

部品を切 り取 り

ます )

ラジオベンチ

(部品のはめこみに

使います )
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セ ロアヽ ンテーフ

(吉「品 を止め るた

め ([1吏 い ます )

ハサミ

(両面テープを切 り取
ります )

あると便利なもの

紙 ヤス リ

ヤス リ

テ イ ツン ユベ ーハ ー

筆 水性塗料
|リ アルに塗装をして、

作る時に必要

左のマークのある所は、特に

注意して、組み立てて下さい。

(必ずよく読んで下さい。)
注
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本体パイプ、インナーパイプヘ、リングを接着します。

(国 の組み立て まで、しっか りと接着 させておきます。) B3
輪コムでしっかりと

止メておきます。

B④

A8S

スン
′
′、ス
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フロントサイトカバーをチャンネルバーヘ組み付けます。

M3× 8
タッピ/グ ビス

A12

/
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・
~・ ■ ~

チャンネルバー

A②

A2

A0

ヒネリ込むィ ヽ 、 、

トリガーセイフティ八ンドル(タミー)の組み付け

M3× 30ビス
|

| ⌒
α璽囮Щ0

こ
=lI―
 一三
=― =.Bi部

品、

二 ′ _F~ _~■ 遅 _て 、 ビス

あぅか しめビスて

ネジ山を切 っておくとよい

(タ ンピ/グは使わないて)
⑦
M3× 30ビ ス

B②

=4 )v7Jt) >/

動きます

●トーロ
ー

H[2つや消し
フラック

ン
⌒｀、

ぬ
ビスが少 し出るように します

本体 カハー

HI Iは グ/ゼ産業水性ホ ビーカラー

の番号 です。塗装するとよ リリアルに

な ります ヨ .

注
ちゆ―     い

●パイプに、グンセ産業Mr、 うすめ液

CRC-558な どを、せったい、塗付
しないで下さい。パイプか破損する

場合があります。
●又付属のグリス以外はぜったい使用

しないで下さい。

●塗装する時は、グンゼ産業、水性ホ

ビーカラーを使用 して下さい。

小袋部品F

■
■
ョ

ー
ー
ー
ー
ー
■
■

■
■
■
■
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M3× 8(2本 )
タッピンクビス

完 成

(国で使 用 します。)

この部分の工作 です。

小袋部品 D

(R《⑩Q(⑩
コイルスプリ/グ

小袋部品E

バー①

M3× 30ビ ス
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4
ラバーパッキンA,B,の取り付け

3T¨

②まずテープの片面の紙をはかし、

①両面テー',一
 そ
=~●

て8枚切i■ .ま F

それぞれの取 り付 け部 に 4枚 づつ

貼 り着け ます。

ラバーバッキ/B

ミゾにはめ込みます。
ラバーパッキンA

0本体カバーヘ難|1着 .~こ
テーブから、もう=画の

紙をはかし、 ラハー‐′
キンを取り付けまτ

④裏面から指でパッキ/
がよじれないように、
形 を整 えます。

⑤ 指 で しっか りと

押 し、接着 します。

フロントサイトの組み立て

フロントサイトスプリング

(小袋部品D)

ヽ
ノ
石
Ｈ）

巫 軋|   ン
O折れ曲った足を、上に起し、
フロントサイトと組み合わせ、
指で、しっかりと押えながら、
本体カバーの内側へ入れ、B①
のピンを通しタッピングビスで
上メます。

ヽ
ノ
何́
）
、タッピ/ク ビス

M3× 10
まっす ぐな足    折れ曲った足
＼

＼

折れ曲った足
まっす
ぐな足

∧
ムゝ
□

A

バー④

頭 が大 きい。

>/
Sヽく
(

M3× 6

タッピングビス
人ヽ

ヽ
―

＼ヾ
卜゙
‐
ヽヾ
＼く

(1)1)
｀ヾ 、 ヽゞ

´
劣ヽ
ヽヽ

r/｀ヽ
｀
｀

ぬ
バネの取り付けは、ちょっと
めんどうですかイライラしな
いで、おちついて組み立てて
下さいネッ。

5

この部分の工作です

本体 カバー
=

両面テープシー ト

□ 小袋部品F

Ж >D
M3× 6

タ ンピ/グ ビス

0⊃
M3xr0(2x)
9'v€>2Ez

3日 n

原
寸
図

この部分の組み立 てです

|
本体カバーの

C①

グ /セ 産業水性ホ ビーカラー
HI」」レッドを凹部に塗り、は
み出した所は、かわ く前に、

テイ /ン ユヘ~ハ ーなとでヽ
きとります .
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6
本体パイプヘ本体カバーを接着します。

取り付けジグ(中箱に印刷 してます。切
'′

``て
′更手マます″

f 'r"faatrr:
本体ハイブ

(こ のパーツには接着剤

が付かないように注意

して下 さい。)

ジグの凸部をり/グの切れ目
に合わせ、 リングにビタリと

押 しあて、セロハンテープで

止メておきます。

ABS接 着 =

ジグに

合わせて、接着 します

接着剤がかわ くまで

しっか り、輪コムで止メておきます。

セ ロ′ ´ニーフ

イ
⌒
、`

議嚇
注▼豊

接着剤はたっぶり

便って下さい。

糞
1

:

▼

本体パイプ

接着が終 った ら

取 り付 けジグは
はず します。

謳
ち,―      、・

=百

接 着
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小袋部品D ´
⌒
ヽ

驚
リヤサイトの組み立て

⑩ c② A ⑬
H三]はグンゼ産業水性ホビーカラー
の番号です。塗装するとよリリアル
になりますよ。

A⑨

A⑪
H

フラック
ロ ブラック

リヤサイト

スプリング

3× 12

タッピングビス

小袋部品F

G⊃

い五面D

瑯´

Cl,II'I'1`:∫

ン‐
|

3ナ ッ ト

リアサイトスプリングM3× 8(1本 )
タッピングビス

H□
つや消 し
フラック

⑤
|

H□
つや消し
ブラック

M3X40
X7M3メ.:

夕 .こ _ ■・
つや消 し

ブうック

M3× 12(1本 )
タッピングビス

小袋部品 E
M 40ビ ス

二度チ′l=― ―【
いる足

⑨
M3× 40ビ ス

二度折れ曲っている足

A

M3× 40ビ ス
ビスが少 し出るように

通 しておきます。

Oリ ヤサイ トスプリングの

三度折れ曲っている足を

A9の穴へ入れ、上から
バネを押え、 ビスを完全
に通 し、 M3ナ ントで、固
定 します。

ビス、ナットはあまりしめすぎないでネ
И′4
∠了
/

袋M3× 40ビ ス

´

0 0

一度折れ曲つている足

@
M3ナ ット

一度折れ曲つている

この部分の工作です。

本体カバー④

小袋部品F

M3× 6(4本 )

タッピングビス

ヽ
す

ゆるみ止メに

接着剤を少 し
つけておく。

M3X 6
, y C>2"ta^

注OD
M3× 6
タツピングビス

ちゆ―     い

接着しないで

ビス止メして下さい。
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□
フロントサイトカバー。チャンネルバー

の取り付け (2で組み立てた物)

口で組み立てたチャンネルバー

小袋部品F

鰤m

フロントサィ トの完成

●フロントサイ を`たおしておき、

チ‐/ネ ル′ヽ―を差
‐_込みます_

フロ/ト サイトを

おこします_

本体カバー③

フロントサイト

スプリングの

まっすぐな足

M2× 6

タッピングビス

M2× 6

タ ンピ/ク ビス

/

カクンと止 まる所 まで

チ ャンネルバーを引 き出 します。

Xフ ロントサイトスプリングの

まっすぐな足を本体カバー0
でおさえつける様にして取り

付けビス止メして下さい。

スムーズ に動 き

ますか。

袋

本体カ

本体 カバ

まっすぐな足 り斤れ曲っ
た足
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小袋部品 F

´い__ヽ
∪2幽ν

F｀―中ヽ
ノヽ迎〃

M3× 12(4本 )
タッピ/グ ビス

M3× 8(2本 )
タッヒングビス

ステッヵ―②

回

小袋部品F

ゆ亜師フ
M3xt2 (2^)
?'v C>?ulz

小袋部品E

◎
M3
ワ ソンヤ~(2コ )

9
リヤサイトカバーの組み立て

M3× 12

0
接着 しないでビス

止メして下さい。
タッビ/グ ビス

リヤサイ トカバー 注

¨

M3x t2 チャ/ネ ルバー

t.y{>?Cz

A⑦
M3× 8
タッピングビス

回 』番で使つた両面テープシート
を、 2枚 に切 ります。

まず、片面の紙をはかし、 2枚の
テープを、パッキンの周り全体に、
はりつけます。 両面テーブ

テーフ

テープ
ン~ト

メインパッキ/ メイ/
パツキノ

2枚 に切 ります。

0パ ッキ ンの段差の所 まで
入れた ら、指で しっか り

。両面テープのもう片面の紙を
はかし、インナーパイプヘ入
れます。

テイソン■ベーハーなどて
きれいに1■きます

メインパッキン
ビッタリ入れます。

パツキンのまわりにグリスを
塗り、本体パイプヘ入れて下さい。

．ヽ
リヤサイト

0リ アサイトカバーと

インナーパイプをビ
ス止メします。

グリス

M3ワ ツンヤー (小袋部品 E)

M3× 12 タッビ/ク ビス

OAO部 品は、
B IIIII:1:|||1部 品 と、 リヤサ イ トカバ ー

の間へ入れて、 タ ッピング ビス

をしめ込みます。

A 緞
接着 しないで ビス

止メ して下 さい。

イ ンナヽ .́
1イ
ン・

′●

げ
人

B0

-7-
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□ ここでは、ロケットランチャーの基本的な操作を勉強します。

′この操作は大変重要です。もし、他の人が操作する場合ヽ

しヽっかり説明して、正しく操作するようにして下さい。
, 糞

⇒

まず、インナーパイプを後方へ、

いっぱいまで引いてみます。

②

A
では、縮めてみ ましよう。

イ ンナーパ イプを前 ヘ

押 してゆ きます。

A
缶

B C
ヽ、

ヽ
ヽ

B フロントサイトを指で押さえておき、インナ

ーパイプを縮めてゆく

とフロントサイトカパー

ーが図のように出て来ま

∩
L′
リヤサイトを押え、 リヤサイトカバー
の中へ入れてゆきます。

ます。

D

0 D 縮めてゆくと、最後にもう一度止まります。指で押ぇて

完全に、縮めます。

綺
ちゆ―    ぃ

このように収納されます。

きあ、もう一度、のばしてみて、

収納してから、次の組み立てへ進

んで下さいネッ。

6＼ 」

←
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□

この部分の工作 です。

OD

小袋部品E

M3× 6(2本 )
ビス

①
M3ナ ッ ト

(2コ )

完 成

フロントキャップとスリンクの組み立て

気

0ま ずフロ/ト キヤップ止め金具の
足の一端をB⑤ヘヒネリ込みます

/B⑥部品と金具の形に注意ヽ
しヽて組み込んで下さい。 ノ雉

注V意
ちゆ―    ぃ

小袋部品E
」
対

′
／′Ｈ
ヽ
＼

B

0も う一端の足をラジオベンチで
ヒネリながらB⑥へ入れます。

フロントキャップ止め金具

M3× 6ビ ス(1本 )

M3ナ ント(|コ )

ゆ D

ヽ
■
ノ

バ
出
Ч

リヤキャッフ止め金具

(向 きに注意 )

M3× 6ビ

連結帯金具

炒ス リ/グ引 きバネ
(2本 )

スリンク引きバネは、
組み付けた後、ラジオ
ペンチなどでつぶして
おきます。

スリ/ク ベル トを
.|ス リ/グ金具→‐21リ ヤキヤ ンフ止メ金具 ,

'3‐ スリング金具の順番に通 してゆきます

スリ/グベルト

M3ナ ント

1
スリ/グ金具

-9-
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本体バイフ

´ ´
´

リヤキャップ、ロックピンの取り付け。 リヤキャップ M3ナ ッ ト

線に合わせて貼 る。

M3× 6ビ ス

紙 をはがす

ポンジ

リ ヤ ャップ
Oロ ックピンの組み立てと取り付け

ブルリング

Rビ /

繊B③

組み 合わせ ます。

RC>t:))vt)>rt

ヒモの一鋼を

Rピンに結びます。

もう一端を BO部品の
リヤキャップ取 り付け

基部へ結び付けます。

接着しないで

ビス止めして下さい。

Ｑ
●

ヨ
■
日□

□



スリングの取り付け

炒
ち0-     '｀

Q
リ1

2 4
I *-f. rtr 7 l' +r'vlth"ii1! lt.

Rピンは、まっすぐな

足を穴の中へ通します。

2リ ャキャップ止メ金具を、 リヤキヤツプの凹部
へかけます。

3)リヤキヤツプを引き起して、本体後部へかぶせ
ます。

4Rピ ンをA①部品の穴へ通し、ロックします。

ステッカー0

llcm
4 Cm

スヶ―ル

―
「一一

Ｉ
Ｌ
‐

5m

EIコ

ステッカーを貼って完成です。

ステッカーCI  や くliem

本体カバーから

や く5 mm 本体カバーか ら

や く5 mm

先端から

や く4 Cm

さあ発射です。

まずは軽く発射してみましよう。 l Rピ ンを抜き、リァキャップをあけると、スリン

グがはずれます。

2イ ンナーパイプを引き出します。

3.セ ィフティリングをインナー
パイプのスライド

部へはめこみます。

4.ロ ケット弾を入れます。(l cmほ どかみ合わ
せて

ください。)

5。 ゅっくりと縮めてゆくと、ボワア
～と快い音と

ともに発射します。

1

～
′ >
∠_r
5
の

９
“

※ロケット弾にBCIの部品をさしこみます。.
中心部分に、まっす ぐに、さしこみます。

雉
注V意
ちゆ―    い

νり
rヽ 4

Ｄ
Ｊ

′

ヽ

ゃくl omほ どかみ合わ

せます。

-10-

日



強力発射 / 広い場所でバンバン発射しよう/
___」 、

セ フティリング

悛

J亀ッ

② ロケット弾を入れます。中へ入れるほど
強力に発射できます。

(||:Dま ず、インナーパイプを
後方へ引き出します。 駒

(そ れなりの力が必要です)

蹄(ヽァ%
睦 フ

キヤツプか 折れない

様に手できさえる
ミ、軟
ヽリ

||||13)― ッ気に本体パイプを
引き、圧縮します。

々

ミ
④豪快な発射音とともに、
ロケット弾は飛んでゆき

ます。

最初の発射でパ ッキン中央部

が凹み ますが後 はその まま使

用で きます。

○発射の時の姿勢
★
ま
わ
り
に
注
意
し
て
安
全
な
広
い

場
所
で
発
射
し
て
下
さ
い
。

キヤツプか折れない

様に手でささえる

キャップガ` 折れない

様に手できさえる 上 セイフティリン

○肩アテ発射
○ 士也面 発 射  (迫撃砲タイプ、まっすぐ上空へ打ち上~ ~́‐‐

 げることがてきます。)(リ アルな姿勢です。)

キヤップか折れない

様に手でささえる

遊び終ったらセイフ

テイリングを はすし

スリングヘ取 りつけ

ておきましょう。
飛距離か落 ちた場合、

この面 にセ ロハ /テ ー

プをはり、かみ合わせ

を強 くすると、又、最

初のようによく飛びま

す .

○腰アテ発射 (飛距離が出ます。)

′′

)
),

'(` )い

むやみにふ りまわさない。

■=

ヽ
ヽ

ぜったいに人に向けないこと。

広 くて、安全な所で発射 して下さい。

&,ソ
Mv/V

゛
oDo >

象 r

/チニ

ρ09

ぜったいになげないこと。

:鳳―鰤
ツ「り ■
■   ・・・  ボール

専用の発泡ロケット弾
を使用 して下さい。

実弾

一 11-

＼
／
コ
‐「

発射の角度によって
飛距離が変化 します。

′´
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◎
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A部品 C部品

セイフティリング

‐詈=呈 責表=

〓
〓
〓
部
分
は
不
要
部
品
で
す
。

□

∝===コ

■部品図 本体カ
バーO B部品

0■==―

「
劇
―
―
コ

難

葺
書

圃
ヒ_

チヤノネル /ヽ 一

:菫化 ABS)

本体 カバー A

`強
化 ABS)

本体パイブ

(;資化 ABS)

インナーバイフ

(強化 ABS)

小袋部品D
ABS接 着剤

Rビ /

コイルスフ |」 /グ

ブルリ/グ

き粂◎
ヒモ  ⑩《〔《Q(∈(T

(R、 ぬ
フロ/ト サイ ト
バネ

リヤサイ ト

バネ

小袋部品巨

/ずヽ
ハ _、

し、´//1
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アフターサービスの注文方法
●部品を破損・紛失された方は、パーツ請求カードに

o｀印をつけて、当社「アフターサービス係」まで

現金書留または郵便切手でお申し込みください。
●住所。氏名・郵便番号・電話番号は、かならず

はつきりとお書きください。
●発送には、 1～ 2週間ほどかかります。
※金額は送料 消費税込みの価格です。

PLASllC MODEL

M72A2回ケットランチャー バーツ請求カード

0本体カバー④O(セ ツト)1,200円
。本体パイプ(長)    2,200円
0イ ンナーパイプ(短) ・ 1,500円
0チ ャンネルバー      700円
。連結帯金具      … 700円
0メ インパッキン      500円
0ラバーパッキンA  - 300円
0ラ バーパッキンB     300円
0フ ロントキャップ止メ金具 300円
Oリ ヤキャップ止メ金具   500円

合計金額

〒  住 所

氏  名

TEL

リ
ト

リ
線

株式会社 1薗:洋聯 所「ァフターサービス係」
〒335埼玉県ワラビ市北町5-11-2
~「

圧L048(444)2945(代 )

普通の封筒では現金を送つてはいけません。
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OA部品      900円
。B部品      900円
。C部品 ・   500円
0小袋部品D ・―・500円
0小袋部品E    500円
0小袋部品F・  ・・300円
0シール部品   …500円
0ス リングベルト  700円
oロ ケット弾3発   900円
0セ イフティリング 300円
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